
はじめに

　ヒラタキクイムシ類は，合板，フローリング，家具

などの比較的乾燥した木材を食害することで知られて

います（写真 1）。

　日本では 7 種が確認されていて 1），その生態や防除

に関する知見は多いのですが 2），被害の発生数や被害

内容等の実態については把握されていないのが現状で

す。

　　

　　

　

  そこで，林産試験場に寄せられた技術相談や問い合

わせの内容から，ヒラタキクイムシ類による被害の傾

向を集約しました。

ヒラタキクイムシ類に関する相談・問い合わせ数の推移

　1999 年から 2006 年までの 8 年間の技術相談・問い

合わせ数の推移を図 1に示しました。

　

　

　林産試験場では，民間企業，団体，自治体，一般の

方から，毎年 467 件（1999 年）～ 1,173 件（2005 年）

の技術相談に対応していますが，木材保存に関する相

談は 12 ～ 20％程度を占めます。その中で，ヒラタキ

クイムシ類に関する相談は 5～ 12 件／年で，年によっ

て変動はありますが，全体としてやや増加の傾向にあ

ります（図 2）。

被害樹種の傾向

　図 3 はヒラタキクイムシ類の被害を受けた木質材料

のうち，樹種が特定されているものの内訳を示したも

のです。最も多かったのはナラで約 38％，次いでラワ

ンが約 17％でした。タモおよびホワイトアッシュと

いったトネリコ属の被害も比較的多くみられました。

　その他ニレ，カバ，ハリギリ，クルミ，キリ，ブナ

など，ヒラタキクイムシ類による被害樹種として知ら

れているものが占めていました。

ヒラタキクイムシ類による被害の実態

（林産試験場に寄せられた相談・問い合わせから）

性能部　主任研究員　森　満範

図1　林産試験場への技術相談・問い合わせ件数の推移
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図2　ヒラタキクイムシ類の被害に関する問い合わせ件数
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図3　被害樹種の内訳（特定分）
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写真1　ヒラタキクイムシの成虫（左）と幼虫（右）
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被害材の用途および材料形態

　図 4 はヒラタキクイムシ類による用途別の被害数を

示したものです。用途が特定されているものの中で過

半数を占めたのは，タンス，テーブル，椅子などの家

具製品で，フローリングを含めた内装材の被害は約

35％を占めていました。

　

  どのような材料形態でヒラタキクイムシ類による被

害が発生したのかを示したのが図 5 です（特定できる

ものについてのみ）。

　板材・単板が約半数を占め，合板が 38％，集成材

が 13％という割合でした。いずれも家具や内装材と

して利用される材料形態ですが，その発生割合は部材

の使用割合に応じた結果であると推測されます。

ヒラタキクイムシ類による被害の認識段階

　ヒラタキクイムシ類による被害がどの段階で認識さ

れたのかを示したのが図 6 です（特定できるものにつ

いてのみ）。末端ユーザーのもとで，製品として使用

あるいは設置された段階で被害が認識されたものが大

半を占めていました。

　ヒラタキクイムシ類の産卵がどの段階で行われたの

かを判断するためには，被害部材の経路をさかのぼり

ながら，それぞれの経路における虫害の有無を精査し

なければならず，特定するのが困難な場合も少なくあ

りません。

　家具や内装材として利用される部材は人工乾燥がな

されたり，合板のように製造過程で加熱されたりする

場合が多いと考えられます。このことと，図 6 の結果

およびヒラタキクイムシ類のライフサイクルを考慮す

ると，被害が認識された箇所（末端ユーザー）あるい

はそれ以前の部材や半製品の加工後（保管時等）に産

卵されたと考えるのが適当といえます。ただし，部材

に熱が加わる工程を経たとしても，ヒラタキクイムシ

類を死滅させる温度までに至らなかった可能性もある

ことから，加工前の材料の段階で侵入したとする考え

も捨てきれないところです。

おわりに

　北海道を中心としたヒラタキクイムシ類による被害

実態を把握するために，林産試験場に寄せられた技術

相談等をもとに，その被害傾向をとりまとめました。

　ヒラタキクイムシ類による被害を予防するために

は，製品の製造段階でヒラタキクイムシ類が食害する

広葉樹の辺材以外の使用（材料の選択），食害因子と

なるデンプンやタンパク質の除去あるいは薬剤処理な

どが挙げられますが，いったん被害を受けた後に駆除

するのは困難になります。

　ヒラタキクイムシ類による被害を最小限に抑えて被

害の拡散を防ぐためには，製品あるいは保管・設置場

所に成虫がいないかどうか，木材表面に虫穴があいて

いないかどうか，あるいは成虫が木材内部から出てく

る時に発生する木屑（フラス）が落ちていないかどう

か等を点検するなどして，早期に被害を発見すること

が重要です。

※本内容は，京都大学生存圏研究所 DOL（居住圏劣化

生物飼育棟）全国共同利用研究で得られた結果の一部

で，（社）日本木材保存協会第 24 回年次大会（2008

年 6 月，東京）において本内容に関連した発表を行い

ました。
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図３　樹種が特定されたものの内訳
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図4　被害材の用途別内訳（特定分）
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